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師域ハ r-し､H｢,i)i;lmOXET_よる増加率である ユm(Tlp机

上r(､1汁､-,:,:検討 日′こ.し結果1術前,明t､)かなl氏卜を示

した 如CBF は術後,正常とほぼ同様の反応性を示す

予備能し:'雄裾 デか軽度克服に TylJe.ILL)側上 Tさ,P(､.L'

(7側1∴t､〉･t)Ll∴i(1二刷 上 T叩 L,,Jl 卜1側 工 に 'Jy類 す t'-

上 的 衡 T H )(-､∴.' LL全 例 で ユrC朴 ､ か _lT:/llLf;と な り ､

'rl.pぐ.3 は r(､t汁 '. ユrO ミド 共 . ~f用 木 卜昇 を 示 t_た ･

(結 論 )D豆am ox tesも は 虚 血 脳 をこお け る 脳 血 流 不 全 の 程

度 を 診 断 す る 上 で 極 め て 着 用 と 考 え ら れ , EC-芝C b澗 拡 S

A J iG ､ 高 位 紬 糾 明 自動 脈 狭 'IFに対する手術法
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hlこlllllitlult1-mこISIoidlitlt,をニ:,さ言二高位取部内用動脈

に困するapproa油 は困難なものであり,従来,乳様

突起を切除したり(Perduc且98日,2腹筋その他の鷹

野や下顎骨を屯切断して前方の視野を広げる方法 緩msも

i985),それに下顎を前方慶脱臼させる方法 をF呈sheyも

19鋸)等が報告されている.しかし夢いずれもextems呈ve

で手術授麹が漉 きi声手術手鼻償私署Lく繁雑である-そ

こで我利 豊高位頚部内頚動脈狭窄症の2例に対し撃部

l1--Stmで {_二 Tl高･1-(消し･りtl(､ トミ･こ視野を十七二'こしL･二に十1

(~'.酢で起 上了日… ､1十二:All"､PSSL得:::'r-1け経験上た.

こハ こIT叩I･りこlL､IlJ.十畑 .EL高位頚部内軸動頼:ニ対して頭

蓋底部の頚動脈管近傍に迄到達出発テ殆んど構造物は温

存圧耕 し上狭卜的野に.･::阜L_.し､ill･OtidtHl(1Llllt,rLl(､1川11I･

A-77) 脳幹郡虚血症状 を墨 した例 の検討
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般幹部虚血症状を宴 した例について血管写像,治療法

をこついて検討する.対象は梗塞6軌 R郡闇 および TLA

が各壇例の計摘例である事結果 :① 金例が右逆行撮影

上 頚部正面位で造影される右総額動脈が左右-の回旋

位で造影されない,② 梗塞例 :-側椎骨動脈の遺影が

椎骨動脈が刷時に造離され左し､.MItⅠ施行(Jl:1例申:_'

例で梗塞像有り.UIltlNl)例 :発作回数は1'巨_招 例.

時回が2例で,lflL菅写 し ･側椎骨動脈しパ!L'i儲 か poor

.?例,Ⅰ'lCA 後 (:I lr叶亡.Ll例柊に回旋位で両側

粁 骨 動 脈 が 造 酎 さ 1.1たい.M_Rlで梗塞像なし.二三例で

漫例 は 3 回 の 発 作 が あ り回旋位で両側椎骨動脈の造影な

く 手 術 施 行 . 二')例 は 発 1rl~坤 発 刊で.椎骨動脈か回旋位で

イ粧 :ド-I-,,道 断 さ .ナ!ザ 頚 椎 ･IJ二)一･封*-1汁 仝例直轄なし.

緒 論 :脳帝都虚血症状を墨す例の血管写像の検討は霧要

で手術叉は頚椎カラ--健周が歯周である.

jト 78) +'f什津川紺Jl]饗症に射する STA-SCA
anllSt{)mOSis

墓機 業:違憲 発意 櫛 緋 立申鵬 院)
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両側軽骨動脈高度狭窄または閉塞により脳梗塞を来し

た/凍例に村上 浅側頭動脈一卜小脳動脈吻合術 (ST為.

SCAこ111こlStOmOSis)を施行し.良好左結l某,:._:チ-た行こし')千

報告する由症例且は右椎骨動脈閉塞,左椎骨動脈高度狭

窄を示した小脳梗塞の62才の男性,症例詔は両額fj軽骨動

脈閉塞を示した小脳,脳幹梗塞の竣6才の男性である書と

信二[JLBut)teHll…･i11叩r_)rOこlL.hにてT･術;:!_:施行上 術

後臨床親和改善及び良好な脳血管写所見を得た.

椎骨脳底動脈系の循環障害はhemodymamjeな要素

が纂要と考えられており,この系における虚血症疾患に

対し血行再建術をこよる治療の有効性が期待されているB

().ご1-l'1(~､八.(.)八一･AlC八等か行レナ∵こ二臣 〕. r侶 T''丹精 て

部位によってそれぞれの方式を選ぶ ことをこな るが,STA-

S(∴■＼.S'r八日Ⅰ'CAを比較し上場 合. SC八 は 1-I(~､;1 上

り--時血流遮断に耐えやす く穿過枝 も少 ないため手術 手

放がより容易である申

､ 一一 一 一 一

シ 11ン ト r･術
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歩行障害や痴呆 尿失禁を主訴とする高齢愚老でヲCT

で側脳室拡太と脳室周囲の広範な低吸収域を示す例があ
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ら. これらは内科的治療では進行性をこ増慈し数年で寝

たきりとなる,我々のこうして死亡した用例の剖検所見

は,(_)lszPWSki1962LJlSLlt)COrtic;ilart亡でi(1S(Tl(､t-()ti(.

tHl什t)llこItOPこ1thyt1号illSWこlnL,PI･'stype)と云･う疾敵J)

病理像LL二･致 Lてし､た.Nt)t･1上旧FiiL態が異たるが,脳

室拡太をこよる周囲白質-の影響を軽減するため,198i年

以来,臨床的 Binswam琵er病の35例をこシャント手術を

行った一改善度 (%)を高度,率等渡,軽度う不変とす

ると,歩行障害改善度は 竣5.7,5.7,2臥5,m凍 凱5,

痴呆改ま机隻は 5.7.ll.r･1,.:10.0.3;1,2.8.5,尿失禁改

善度は 54,2,8.5,8.5,20｡0,8.5,これらの総合改善

この疾患の基礎的病態である大歯の細動脈硬化症を治療

しているわけではなく,その効果には限界があるが,読

みてよい治療法と考える,

A-80) 義隆後頭動脈癌 の 1例

西滞 義彦 ｡七海 敏之
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外頚動脈糸分枝に認められる動脈痛の多くは外傷をこよ

るとされ 寮性動脈痛の発生は希である.今回我々は後

頭動脈の嚢性動脈癖を経験 し,病理学的に mueo豆d

degener離ionの所見を認めたので若干の考察を加え報

告寸tr,.

症例は22才男性,生後Hカ月で VSD の板治手術を

受ける.昭和63年7月頃から後頭部の腫癖を自覚 してい

たが放置,平成元年2月に突然後頭部痛が出現 したため

当科受診.脳血管撮影にて左後頭動脈に紡錘形の動脈痛

を認めた.動脈癖は動脈周辺部蔽織と癒着 していたが血

管分岐部とは関係なく,本斡自体が紡錘状肥大していた

た八㌔,tr叩 し仝柏を行左 一上.

病理学的所見はアテロ-ム硬化性変化や血管炎症変化

はなく,肥厚した内膜をこalcianblue陽性の mucoid

物質を認めた.

A…81) 脳梁上郡をこ発生した末梢性前大脳動脈感

し'1-1例
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脳梁 卜留的 pel･jcこIllosこIlilrtM-〉･.に発生した朱的†自損

大脳動肝癌 Ldistこ11A(二.i1llH.)〟,l例を経験し仁 症

例いとこi卜 (う1打 つ男性 二日町 女刊ミ1例である.2例iこ高血

圧の既往があるが,外傷や変身感染症の既往はない.全
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例 SA朋 で入院 Lている軌 うち2例では d臨aiACA

i-ln.は末破裂で守‥守二.匿達手術は破裂動脈席LT)1)例

で施行された.血管擬即では 2例に I川1(PTllisphLlriLI

AcL､PSSOriこ11:,1(-A.1例に AzygOŜ C-A. 1例に同側

i,こ111()S川11こIrdIlこ11こIrtL,rl･ハ 八･l起始部か｢'(:7)分岐を認

済,た.動脈酢 ')1榊′杜は3例言 こゝltでut-こ11て 1例は il-1でLnllこげ

であった.また1例で前交通動脈に, 1例で両蔑rj中大脳

動脈に動脈痛の合併を認めた.

脳梁上部の pericallosalarteryの dista且ACAaLYL

は過去H例報告されており, うち6例で ACAの分枝

異常, 3例で動脈癖,AVM の合併を認めている一それ

らの記載 とあわせこの部位の動脈癖は高率に ACA

の分枝異風 多発性国表動脈癖などの血管奇形を伴うこと
が推測された.

A-82) 脳底動脈発育不全を伴った後交通動脈癖

の 1例
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後交通動脈に出来る動脈癖の多くは内頚動脈との分岐

部をこ出来るものであり,鶴の部に出来ることは極めて稀

である.今回我利 豊,脳底動脈の発育不全に伴い,両側

の後交通動脈が発達 し,その発達 した後交通動脈の中東

に出現 した動脈感の1例を経験 した,症例は62歳女性.

突然の頭痛畷畦をこて発症 し直ちに当院救急外来を受診 し

た,来院時,意識は清明で神経学的異常所見は存在 しな

かった.頭部 CTscamでくも膜下出血と診断した.脇

血管撮影では両側椎骨動脈の発達は悪 く,左椎骨動脈撮

影にて右軽骨動脈は遺影されるが,脳底動脈は極めて細

く健かに造影されるのみであった.両側後変通動脈は fetal

typeで発暦がよく,これらを介 して南側後大脳動脈の

みならず,両側上小脳動脈鮎造影されていた.産後変通

動脈の長さは通常より屯濃 く,その中東部で屈曲してお

り,その部をこ動脈癖を認めた書このため同日ty即且S悠y毎iam

叩Pr'-;lChに'て脳動脈癖 (･lil叩i11g術を施行日′二.

一一 一 一●一一､--

T)lCA 脳動脈癖LJ11治験例
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I)istこIlI)1(∴＼動脈噛こ封相打lによI汀と仝脳動脈噂 1LJl(～

個中5観 0.3%をこ,山薄らをこよれば軽骨脳底動脈療 且24


